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分 野 ： 音 楽 （ 箏 ）  

所 属 ： 沢 井 箏 曲 院 宇 都 宮 研 究 会 ， 宇 都 宮 ユ ー ス 邦 楽 合 奏 団  

生 年 月 日  昭 和 ５ ７ 年 ４ 月 2２ 日 生  性 別  男  

出 身 校  宇 都 宮 市 立 昭 和 小 学 校  

宇 都 宮 市 立 星 が 丘 中 学 校  

【 Ｐ Ｒ Ｏ Ｆ Ｉ Ｌ Ｅ 】  

７ 歳 よ り 、 箏 を 和 久 文 子 氏 の も と で 始 め る 。  

平 成 １ ８ 年  在 学 中 に 、 文 化 庁 新 進 芸 術 家 国 内 研 修 制 度 研 修 員 に 採 用 さ れ 、 箏 、 十

七 絃 箏 を 菊 地 悌 子 、 沢 井 一 恵 、 福 永 千 恵 子 、 地 歌 三 絃 を 芦 垣 美 穂 、 ア ナ リ ー ゼ を 嶋

津 武 仁 の 各 氏 に 師 事 。  

平 成 １ ９ 年  東 海 大 学 大 学 院 芸 術 学 研 究 科 音 響 芸 術 専 攻 修 士 課 程 修 了 。修 士 論 文 は 、

『「 現 代 邦 楽 」 に お け る 十 七 絃 箏 の 展 開 ― 菊 地 悌 子 氏 の 活 動 を 中 心 に ― 』  

【 主 な 活 動 内 容 ， 実 績 】  

平 成 ２ ０ 年  第 １ ５ 回 賢 順 記 念 全 国 箏 曲 コ ン ク ー ル  最 高 賞 で あ る 賢 順 賞 を 受 賞 。

平 成 ２ １ 年  「 う つ の み や 市 民 賞 」 受 賞 。  

Ｎ Ｈ Ｋ 教 育 テ レ ビ  芸 能 花 舞 台 「 今 か が や く 若 手 た ち 」 に 出 演 し 、 全

国 放 送 が 好 評 を 得 る 。  

翻 案 劇「 サ ロ メ 」（ 主 催 ： テ レ ビ 朝 日 、演 出 ： 鈴 木 勝 秀 ）の 楽 師 と し て

十 七 絃 箏 を 担 当 し 、 全 国 全 公 演 に 出 演 。  

同 世 代 の 作 曲 家 へ の 新 作 委 嘱 初 演 を 含 め た プ ロ グ ラ ム に よ る 「 吉 澤 延

隆 箏 リ サ イ タ ル ― 展 開 ― 」 を 東 京 ・ け や き ホ ー ル に て 開 催 。  

平 成 ２ ２ 年  日 本・ト ル コ 友 好 年「 MATSURI 2010 GAZIANTEP」に て 海 外 公 演 。

平 成 ２ ３ 年  邦 楽 ミ ュ ー ジ カ ル「 鶴 の 恩 返 し 」ア メ リ カ・ミ ネ ア ポ リ ス 公 演 に 出 演 。

現 在 、ソ ロ 活 動 の 他 、KO･TO2･KAI、箏 衛 門 、宇 都 宮 ユ ー ス 邦 楽 合 奏 団 な ど ア ン サ

ン ブ ル グ ル ー プ で の 活 動 も 行 っ て い る 。 ま た 、 他 分 野 と の 協 働 プ ロ グ ラ ム を 行 う な

ど 、 邦 楽 以 外 の 分 野 と も 積 極 的 に 活 動 し て い る 。  


